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ヴ ィク トリア朝女性 の 自立 と結婚 につ いて
‐GeorgeEliotの初 期 の作 品 におい て 一
伏 原 玲 子
〔抄 録〕
ジ ョージ ・エ リオ ッ トの初期の作 品か ら 『アダム ・ビ ー ド』(AdamBede)と『フィー
リクス ・ホル ト』(FelixHolt)をとりあげ、作 品に登場 する女性 たちの生 き方か ら彼女た
ちの 自立 と結婚 の関 わ りを考察 してい く。 『アダム ・ビ ー ト』か らはヘテ ィ ーとポ イ
ザ ー矢 人 を 『フ ィーリクス ・ホ ル ト』か らは トラ ンサム夫人 とエス タを と りあげ る。
いずれ の女性 もヴィク トリア とい う時代 に束縛 され なが ら、そ のなかで葛藤 し、結婚
によって人生 を大 き く左右 される。 さらに、 当時の教 育制度 と女性 の 自立 が どの よう
な関連 があったか を検証す る と共 に、そ の結果 、結婚が女性の生 きる上 で切 実な課題
で あ り、職業 に も相 当す る くらい に重 要 な もの であった こ とを明 らか にす る ことで、
ヴィク トリア時代の女性 の生 き方 をとらえてい くものであ る。
キーワー ド:女性の教育,女性の領分,結 婚の選択
序 論
ジョージ ・エリオット(GeorgeEliot,1819-80)は女性の生き方に多大な関心を寄せていた作家
であり、実際に参政権運動や教育、職業、雇用、財産などの女性の地位向上のために幅広 く貢
献 した。 しかし、不幸な結婚生活に耐 え忍ぶ女性が決して少なくはなく、結婚 という題材 を扱
った小説を書 くことで、同様の立場におかれた女性の問題を提起することとなった。彼女 自身
は、優れた知性と才能を兼ね備えた女性であったので、結婚か仕事か という選択を迫 られるこ
となしにどちらも両立 しなが らこなすことができた。 しか し、ヴィクトリア時代の女性の地位
は想像 もつかない くらいに低いものであった。選挙権 もなく、人生を自分 自身で選択する余地
はほとんどなかった。女性の人生は、生まれながらに男性への服従 と忍耐で形成されていた。
人生の転機であるはずの結婚です ら、自由な恋愛結婚はほとんど許されず、家同士の政略結婚
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の形態が大部分であった。女性は、生まれたときから家庭内で将来良き妻、良き母になれるよ
うにしつけられ、結婚することで幸せを保証されるという観念を持たされていた。また、身分
が高ければ高いほど個人と個人ではなく、家 と家の結びつきという観念がごく一般的であった。
実際、当時の傾 きかけた名門の貴族の娘が、 自分 より少し階級の低い経済力のある中流階級へ
家系の存続を計るために嫁 ぐという話も少なくはなかった。一方、結婚 という道をも阻 まれた
女性は、自立 して生 きる手段を捜すほかはなかったのである。そうは言っても女性が一人で生
きていく方法はそんなに容易ではなかった。ちょうど時代 は産業革命直後の手動形式か ら機械
化が進みかけているときであり、それらを操作する人手が必要な時期であった。それにもかか
わらず、女性が男性 と同等に求められることはなく、あ くまでも家庭内の仕事が彼女達の領分
であるとの暗黙の了解があった。しか しなが ら、ある程度の知性をもつ女性ならばガヴァネス
(家庭教師)で 自活する方法が残 されていた。それ以外には、中流階級以上の家庭の召使や小間
使いといった職種 しか見い出せない。このように、女性が職業に就 くことは極めて厳 しい時代
であり、女性が選択できる職業がわずかしか存在 していなかったのが事実である。この ような
時代背景のもとで、女性たちはどのような経緯で結婚 を決断したのか、 またなぜ 自立すること
を断念 したのかということを各小説の登場人物か ら探究 していきたい。
1
まず、初めに 『アダム ・ビード』(AdamBede)1)のヘティーとポイザ ー夫人の生 き方か ら彼女
たちの結婚に対 して抱いていた理想を探ると共に、ヘティーが幸せな結婚のチャンスを逃 した
理由を明らかにする。彼女は、孤児として叔父のポイザー氏に引 き取 られている。ポイザー夫
人からは、将来幸せな結婚ができるようにという配慮から、家庭内の仕事 を厳しく教え込 まれ
ている。しかし、彼女は楽観主義で、虚栄心の強い女性であったために、自分の美貌を武器に
少 しでも身分の高い男性に注目を浴びたい一心で外見を磨 くことばか りに気をとられていた。
彼女のそのような性格を早 くから見抜いていたポイザー夫人やアーウィン牧師は、周囲の人間
にそれとなく警告を与えていた。17歳の乙女の心をとらえたのは、地主の息子のアーサ ーであ
った。彼 も見事にヘティーの美しさに魅了された一人であったが、最初から将来の伴侶 として
ではなく、一時的な遊び相手としか彼女を考えていなかった。つま り、当時では社会的階級 を
抜 きにして結婚を考えることは不可能であった。階級が上がれば上がるほど、自分より低い階
級に属する相手 との結婚は困難なものと考えられていた。従って、アーサーがヘティーと交際
したのも将来のことを全 く考慮 していなかったからである。 ところが、ヘティーの方は、そう
は思わずすっか り玉の輿にのれるもの と誤解 して、将来の自分の姿を勝手に空想 しては喜びに
浸るのであった。このような二人の見解の相違が、結果的に悲劇を生み出すこととなる。では、
次にヘティーがアーサーとの結婚により、 どのような生活を夢見ていたかということを次 に見
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てみたい。
AndHetty'sdreamswereallofluxuries;tositinacarpetedparlour,andalwayswere
whitestockings:tohavesomelargebeautifulearrings,suchaswereallthefashion;to
haveNottinghamlaceroundthetopofhergown,andsomethingtomakeher
handkerchiefsmellnice,likeMissLydiaDonnithorne'swhenshedrewitouratchurch;
andnottobeobligedtogetupearlyorbescoldedbyanybody.Shethought,ifAdam
hadbeenrichandcouldhavegivenherthesethings,shelovedhimwellenoughto
marryhim.2'
この ことか ら分 かる ように、ヘ テ ィーは、 アーサ ーを愛 す る気 持 ちか ら彼 と一緒 にな りたい
とい う純粋 な気持 ちか らで はな く、 自分 自身が一生経済 的に安 定 した生活 を送 るための生 涯の
保 障 を手 にす るために結婚 したい と望 んだだけであ った。 農夫の娘で あ り、特別 な教育 も受け
てい ない彼女 に とっては、結婚以外 に 自活す る方法 を見 出す ことはで きなか ったのである。当
時の女性 に とっての一番の 関心事 は、仕 事で もな く、趣味 で もな く、結 婚がすべ てであった。
言い換 えれ ば、特 別 な階級で もな く、特 別 な知性 を持 っていない限 り女性 の生 きてい く道 はか
な り制限 されていた と言え るであろ う。従 ってヘテ ィーが、経済 的自立 を得 るため によ り条件の
整 った結婚 を望んだ として も何 ら非 難 され ることはないはずである。 ヴィク トリア朝 にお いて、
女性の地位 は現代 か らは想像 もつか ないほ ど低い ものであ り、女性が独力 で生 きてい くのは現
代 よ りも遙 かに厳 しい もので あった と推 測 され る。 この ような社 会的背景 のなかで、 ヘテ ィー
の とった行動 について は、非難 され て も仕 方 ない と思 うが、若干17歳の少女 には人生 を独力 で
背負 うにはまだ荷 が重す ぎた のではないだ ろうか。 こ ういった結末 にお いて、 この保守 的なヴ
ィク トリア という時代 に生 まれた女性 たち に対 して同情 の気 持ち を向け ること しか で きない。
時代の変遷 に よって、社会的情勢 だけでは な く、匸女性 の地位 も随分 向上 して きたのは、喜 ば し
い ことで ある。同 じ人間 と して生 まれて も、女性 とい う性 を保有 しているだけで、社会 か ら差
別 され るこ とに疑問 に感 じる。 しか し、長い歴史 においてず っと女性 の地位 が向上 するこ とな
く、女性 たちはあ るが ままの人生 を受け入れて きたのであ った。つ ま り、彼女 たちは、賢明 に
も、 自分 たち をとるべ き道 を運命 の ように受 け とめ、 それ に反対 を唱 える ような能力 を残 念な
が ら持 ち合 わせて はい なか った。ヘ テ ィーは、孤児 とい うハ ンディを克服 するために、 自分の
力で生 きてい こうとは決 して考 えず 、他力本願 で楽 をして贅沢 な暮 らしをす る選択 をしたので
あ る。
さ らに、 ヘテ ィーと同居 中のポイザ ー夫人(ヘ テ ィーの叔母)は 常 々ヘテ ィーの身 を案 じて
い たが、 ヴ ィク トリア時代 の女性 として結婚 につ いて どの ような考 えを もっていたか を次の文
か ら見てみ たい。
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...'lt'sallveryfinehavingaready-maderichman,butmay-happenhe'11beaready-
madefool;andit'snousefilingyourpocketfullo'moneyifyou'vegotahallinthe
toner.It'11doyounogoodtositinaspring-cartofyourown,ifyou'vegotasoftto
driveyou:he'11soonturnyouoverintotheditch.IallayssaidI'dnevermarryaman
ashadgotnobrains;forwhere'stheuseofawomanhavingbrainsofherownifshe'
stackledtoageckaseverybodゾsalaughingat?Shemightaswelldressherselffine
tositback'ardsonadonkey.'3'
このように、何 の財産 もな く、 その上高度 な教育 も受けていないヘ テ ィーの幸福 になる唯一
の可能性 は結 婚す る他 にはなかった と考 えているこ とが分かる。ポ イザ ー夫妻 と同居 しなが ら
ヘ ティーは、女性 として将来必要 な家事手伝 いや子守 とい った仕事 を教 え込 まれたのであ った。
彼女 のような労働者階級 に属す る家庭 で は、教育 を受ける ことよ り家庭 内の実務 を覚 える こと
の方が重要視 され てい た。仮 に女性 が男性 と同等 の知識 をもった な ら、余計 な雑 念が生 じて本
来 の女性 の領 分で ある家庭生活 に支障 をきたす と思 われたか らだ。 また、女性 の意識事体 も何
ら疑 うこともな く、与 え られた道 を素直 に歩 むべ きものだ と信 じられていた。
五
この章で は,『フィリークス ・フ ォル ト』(FelixHolt)4)をとりあげて論 じてい きたい。 この作
品 は、1866年に発表 された もので、題名 と同 じフィーリクス ・ホル トを主人公 として、彼 が関
わ る周辺の人 々の生 きざまを描いた もので ある。 トラ ンサ ム夫人 は、 レデ ィーに属す る女性 で、
過去 の秘密 に苦悩 し続 け哀 れな 自尊 心の高 い婦 人 として登 場す る。 ジ ョージ ・エ リオッ トの他
の作 品ではみ られ ない異質 な タイプの女性 として際立って描かれて いる。つ ま り、彼女 は名家
の生 まれに も関わ らず、 明 らかに経済的理 由だけで うだつの上が らない トランサム氏 と愛情 の
ない結婚 を した。 ジ ョージ ・エ リオ ッ トはこの結婚 とい う題材 を小説 中に取 り入れ、 この時代
の読者 の心 を見事 に捉 えた。 一口に結婚 と言 って も幸せな 日々 を過 ごす者 、 また は不幸 で苦 し
む者 などさま ざまなケ ースが描かれ ている。 しか し,FelixHoltにおいて は後者の不幸 な結婚が
と りあげ られてい る。結婚 の動機 が、最初 か ら愛情 が基盤で はな く、経 済的事情 による ものな
ので、生活 を築い てい くとい うお互いの強調性 に も欠ける ことは明 白であろ う。愛情が ない上
に、子供 まで もうけて しまったもののその子供 に対 してす ら、愛情 をもつ ことがで きず にいた。
次の言葉か ら、 トランサ ム夫人の結婚生活 にお ける苦悩 を見 ることがで きる。
Menareselfish.Theyareselfishandcruel.Whattheycareforittheirownpleasureand
theirownpride....FormorethantwentyyearsIhavenothavehadanhour's
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happiness....Iamold,andexpecttolitlenow‐averylittlethingwouldseemgreat.Why
shouldIbepunishedanymore?"
上記 よ りトラ ンサ ム夫 人の現状 に不満 を抱 きつつ も、 自分 自身の力 ではそれ を打破す る力 を
持 ちあわせて いないのであった。 結局、何 らかの変革 をす るこ ともな く、現状の生活 を続行す
る よ り他 に生 きてい く術 を見 出す ことが で きなかったので ある。 この ことで トランサ ム夫人 に
対 して非難 を浴 びせ た り、 人間性 を疑 った りはで きない。 というのは、 この時代 に女性が 自立
して経済的 な確立 をす るこ とは、大変厳 しい状 況であ ったか らだ。 さらに、 トランサ ム邸 の相
続権 を もつエス タの結婚 という大 問題 を前 に して揺 れ動 く胸 中を次 に見 てみ たい。
IntheagessinceAdam'smarriage,ithasbeengoodforsomementobealone,andfor
somewomenalso.ButEsterwasnot.oneofthesewomen:shewasin-tenselyofthe
femininetype,vergingneithertowardsthesaintnortheangel.Shewas"afairdivided
excellence,whosefulnessofperfection"mustbeinmarriage.6)
エス タは、立派 な教育 を受け、家庭教 師 としての職 も得 てはいたが、それだ けで は自立す る
には充分で はなか った。 この時点で は、結 婚 を生 きるための経 済的安定 と精神的安定 とを獲得
する手段 と して考 えていた ことが明 らかであ る。当時 の社会 的通 念が、専業主婦や職業婦人 と
い う言葉す ら存在 していなかった ように、結婚す ることは女性 が家庭に入 るとい うことを意 味
していたので あった。生 まれた時 よ り、 暗黙の了解で女性 の幸せ は結婚 にあ るとされて きた中
で、エス タが、 この ような結婚観 を もつ の も当然 の結果 と言え よう。
皿
次に、一般 的にヴ ィク トリア時代 の女性 に対す る教育が どの ような ものであ ったか を検証 し
なが ら、社会 において、 どの ような女性 が求め られ ていたかを様 々な資料7)をもとに述べ てい
きたい。 まず、19世紀 を代表す る成人教育 とい えば、1820年代 に創始 された メカニ ック ・イ ンス
テ ィテ ユ ー ト8)であった。 この機 関の 目的は労働者階級 の男性 に対 して科学的知識 を普及す る
とところか ら始 まった。つ ま り、職工 たちのため に創始 されたのであ った。最初か ら女性 の教
育 を対象 とは考 えていなかったた め、男性 を中心 に した教育 に女性 は適応 していか なければな
らなか った。 しか し、実際に女性 の入学 が許 されたの は、1830年以降であ った。 さ らに、1851
年に この メカニ ック ・イ ンステ ィテユ ー トの会員 となったのは、男性の会員 に対 して女性 はわ
ずかに9.4%にす ぎなか った。 この結 果か ら当時 の社会 では、女性が男性 よ り劣 った地位 に置 か
れていた こ とが明白であ る。実際 の学 問的な教育が施 されたのは、1852年以降で あ り、 よ うや
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く女性にも国語、文法、書 き取 り、表音式綴 り方などの科 目の学習が許されたのである。 しか
し、これらの学習も新たな労働分野への拡大に結びついたか どうかの報告は出されていない。
こういったメカニック ・インスティテユートの教育は、職業上の昇進よりも、むしろ個人的又
は社会的な利益 をもたらしたと判断されるほうが多い。さらに、1800年か ら1914年の期間に労
働者階級の女性は、希望すれば夜間学校へ通うことができた。その内容は書 き方、読み方、算
数、裁縫、編み物などであった。社会的な容認があったとはいえ、その教育の根底は、「妻や母
として社会的役割を果たす女性」を理想 として教育していたのであった。
一方、中産階級の女性の教育は、前に述べたメカニック ・インスティテユートとは若干受講
科 目が異なり、文学、音楽、舞踏、植物学、体育、図画など幅広 く選択することが可能であっ
た。この階級に属する女性たちは、実務的なものよりも一般的な教育の不足を補 うものとして
学習に意義を感 じていたばか りか、このような知識は実際に、経済的に恵まれなかった既婚女
性が私営の学校 を開校するにも有益であった。さらに、大学教育 となると、1867年になるまで
女性への道は開かれていなかった。そして、大学の学位を取得することを男性 と同様に承認さ
れたのが、ケンブリッジ大学で1947年のことであった。 といっても、まだまだ男女による差別
は、はなはだしく様々な面で女子学生 というだけで不利な条件を我慢 しなければならない厳 し
い現実があったとの報告がある。このような状況のもとで苦労の末学習した結果、女性たちは、
教師などの職業に参入することを容易にした。つまり、教養教育を受けた女性は、教職 などの
の以前か ら女性に開放されていた職業に良い地位を求めるのに有利であったことを証明するこ
ととなった。
階級 を問わずとも、19世紀は、女性の教育の過渡期であり、このころから教育を受けたエ
リート女性 とそうでない女性 との格差はますます広がる一方で、教育を受けた女性は性の差別
なしに専門的な職業に就 くことが可能となったのである。そうは言うものの、実際には結婚生
活に破綻を来 していても、財産 も職業 も持たない女性に自立の道すらなく、ひたす ら忍耐する
ほかは考えられなかった。....1年代から1890年代にようや く女性の財産所有権が認められ、離
婚しても自活する扉が開かれたのであった。
結 論
ヴィク トリア朝においては、現代のように女性がキャリアを積めば自立 して生 きていける時
代ではなかったために、随分女性は、忍耐と生 きるために自我を抑え、男性(未 婚時代 は父親
に結婚後は夫)に 対 して尽 くし、一生を終えるというのが一般的な生 き方 とされていた。女性
という性の持ち主であるというだけで、男性とは違った生 き方を選択 しなければならない とい
ほ
う理論が当時の社会的通念であり、何の疑いもなく受け入れられていた。その要因の一つ とし
て、女性は、能力的に劣っていると見なされていたために、教育も高度なものを受ける必要は
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ない と考えられていた。女性の将来の目的は、職業夫人になることではなく、あくまでも結婚
して良 き妻、良き母となることのみに限定されていたからだ。 このことを裏づけるのに女性へ
の大学進学が初めて実現 したのが、19世紀後半であり、その大学に進学できる女性は中産階級
以上のある程度の経済力のある家庭の子女と限定されていた。当初は、男女がキャンパスで男
女が席を隣にすることも許されず、受講科目も男子学生と同じ科 目を学習できず、女性は裁縫
や刺繍などと家庭生活に必要な独特な科目の履修を義務づけられていた。では、こういった大
学での知識を身に付けた女性は、その後 どのような人生 を送ったのであろうか。残念ながら、
産業やビジネス界で活躍したものは、ほんのわずかにすぎず、その大半は教師となり、そのど
ちらも選べなかった女性は従来通 りの風習に従い、結婚という道を選んだのであった。さらに、
このような女性の高学歴 に対 して、批判の声も多 く、その理由の一つ として科学や歴史、外国
語 とい う知識をもてば、女性の日常的な家事労働が単純す ぎてできな くなるという懸念か ら、
女性を教育することに反論するものも後 を絶たなかったのである。 しか しながら、このような
女性の知的能力の開発は、徐々に社会全体 を大きく変化 させる一因になったことは確かである。
長年、女性 という性に生まれたという理由だけで人生の選択肢がなかった女性 を立ち上がらせ、
女性も男性 と同等に学ぶ権利を勝ち取ったために、社会で活躍する場 も少しずつ増えてきた。
さらに、結婚に対する価値観も生活手段から、人生を高めるためのパ ートナーという認識に変
化 していった。ヴィク トリア朝の女性が、生きてい くために忍耐を強い られた不幸な結婚が同
じ女性の手によって知性 を磨 き、自立することで結婚の形態を変えていった ということが明ら
かである。この現象は、男性 にとって驚異であったに違いない。女性の社会的進出により、男
性の立場を揺るがす可能性が浮上 してきたからだ。さらに、それにより、女性の関心が内から
外へつまり、家庭から社会へ と広がっていった。それまで女性の領分が家庭だけとされていた
が、1849年代からガヴァネスが激増 した。その背景には、結婚適齢期の男性の絶対数が圧倒的
に女性 よりも少なく、その激しい競争から破れた女性が社会的上昇を求めてその安定 した職に
殺到したもの と思われる。しかし、その唯一の職業に多 くの女性が殺到 し、ガヴァネスも供給
過多の状態に陥った。つまり、結婚からも職業からも見放 された不幸な女性が存在 していたこ
とは、疑いの余地がない。その後は、お決まりのフォールン ・ウーマ ンとなる以外方法はなか
ったである。結婚できた女性は、幸運であったがその生活が幸せであったかどうか疑問である。
というのもヴィク トリア時代が、男性に甘 く女性に厳 しい時代であったことは明白であったか
らだ。女性の一生は服従に始まり、服従で終わると言っても決 して過言ではない。男性優位の
社会制度のなかにおいて、女性 は人格をも捨て父親、夫、子供に対 して無償の愛を捧げ、奉仕
することで 自分 自身の立場 を保身することができた。女性が家庭で大 きな役割を果たしていた
ことに男性は、その恩恵を失いかけて初めて悟ったのである。女性 という性の違いだけで、能
力や適正などを無視 して家庭に閉じ込められていたヴィクトリア朝の女性たちが先駆者 となり、
次世代の女性 の立場を高めるために、 さまざまな社会 との葛藤は皮肉にも女性の自立 を促 し、
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そ の結果結婚 に よって手 に入 れた経済的確 立 を自 らの力 で得 るこ とがで きる ように改革 した。
その原因は、封建 的色 合いの強か ったヴ ィク トリア朝 において、男性 が家庭で 自分 の立 場 を優
先 させた いばか りに、女性 を家庭 に縛 り、 自立 させ なか った と言え るの では ない であろ うか。
そ うす ることによ り、女性 は、結婚 とい う狭 い枠 のなかに閉 じ込め られ、他 に特別 な能力 をも
たない限 り、一 人で生 きてい くこ とが で きな った のである。言い換 えれ ば、男性 が 自分の立場
を剥奪 され ないよ うに、女性 を守 る ように見せか けなが ら、 自由 に女性が生 きる権 利を与 えな
かった とも言 えるのであ る。女性が 自立すれ ば自立す るほ ど、男性の立場 は脅 かされる。結婚
が女性 にとって安住 の地で はな くなる ことは、女性 自身 よりももっと男性 に対 して驚異 を与 え
た ことは間違 いないであ ろう。結局、 男性 中心 であった社 会的背景が、結婚 とい う生涯の保証
を引 き換 え に女性 を束縛 した結果、女性 の 自立が容易 に果た されなかったのである。
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